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１．河邉会長挨拶
新年度が開始した。体制を検討したので確認いただきたい。
今年度は改めてしっかりした活動にしていく

２．事業目標、新体制説明
ミッション、ビジョン、バリューの確認
２期連続の赤字決済は回避しないといけない
スノーフェスティバルに準ずるイベントを検討していく → 顧客の開拓につなげる
協賛の増加　何を求めるのかによって交渉内容が変わる。明確にしてアクションを決めないといけない

→　協賛企業に対する説明資料（オペレーション、メリット）等をまずは整理したい
→　フェスティバル等、ユーザに届くイベントを強化して協賛企業に価値を与えるようにする

２．本日の議題（坂田理事長）
事業スケジュール説明
理事会の効率化を検討する必要がある。必要に応じて3役会とするなど、議題と要員を選別することは継続検討する

３．１　総務部
３．１．１　審議事項
３．１．１．１　新団体設立

承認。規約に関して最低限決定すべき事項に関して再度確認する
団体連絡票は記載いただくよう手続きする

３．１．１．２　バッチテスト開催申請の過徴収
県連からの返金確認は念の為実施する。

３．１．２　報告事項
３．１．２．１　登録状況報告

横浜市役所スキー部の団体登録を現金で受領。個別で対処は行うが、管理者宛に申し入れを実施する

３．２　競技部
３．２．１　審議事項
３．２．１．１　ジュニアスノーヴァ行事

人数少ないが開催予定ですすめる
３．２．１．２　１２月ジュニア

バス催行会社を検討中。京王観光を中心に調整。
価格調整も進めている

３．２．１．３　プリンタ新規調達
承認。機器管理を再徹底願う

３．３　教育部
３．３．１　新事項

なし

３．３．２　報告事項
３．３．２．１　指導員サポートプログラム

キックオフ　１１／４
プログラムは前年度踏襲ですすめる

３．３．２．１　指導者育成プログラム
９／２９　キックオフ
その後の計画説明
アシスタント講師のリフト券等、費用に関してはスキー場側と交渉するのも検討いただきたい
今後の行事を鑑み、費用は設定してほしい
理論系は無料で実施。雪上行事は費用設定中。費用を広報してほしいという要望あり。

３．４　上部団体関連
３．４．１　80周年行事

参加者5名　クラブとしての参加者と協会参加者の座席は別途確認
理事参加の費用負担　上限5,000とする　【承認】

→予算計上時に派遣ルールを検討するべきであった。今後に向けて改善する
３．４．２　拡大理事長会議

９月７日開催済み。
３．４．３　横浜体育協会

記事広報を掲載する

３．５　その他
３．５．１　藤沢スキー協会　60周年行事
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10月26日（土）
３．５．２　会計ソフトウェア

各部でデータ投入を行うことを提案。会計処理手続き方法の見直しの中で再整理する
３．５．３　銀行口座の名義変更

全口座を理事長名義に変更済み
３．５．４　協会丸印

銀行印としての利用のみとしてすすめる。
３．５．５　協会ホームページの行事予定

全体行事を作成して、そこから行事リンクに飛ばすようなページ設計を行う　【承認】

３．閉会挨拶　（鈴木副会長）
新体制が始まる。みなさんの手腕を発揮いただきたい。よろしくお願いする。

以上


